




要約:慢性肺障害(CLD)に進展した低出生体重児から得られた気道液の試料を用いて、

elastase 一α1-proteinase inhibitor(E 一α1-PI),fibronectin(FN),腫瘍壊死因子(TNF

α),thiobarbituric acid(TBA)反応物質、血小板活性化因子(PAF)とロイコトリエン類

(LTs)を経過を追って測定した。多くの児は経過中波状的ないし持続的に著明な高値を示

した。このことは、CLD の発症進展にこれらの生化学物質がメディエ一夕ーとして関与し

ていることを示すものであり、その特異的阻害・拮抗剤による予防・治療の可能性が示唆

されるものである。


